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(5) 試作した微弱光パターン計測システムを，細胞中の DNA 量の測定に利用しうる点に着目し，け
い光測定結果のヒストグラム自動作成システムを完成 従来法に較べ計数能率が 1 桁以上向上する
ことを実証し，細胞検査の高精度化・高速化への有効性を確認している。
以上のように，本研究は微弱光を対象とした顕微分光法に幾つかの新しい手法を導入して，従来法
の欠点を除去すると共にその応用範囲の拡張を図っており，医用計測工学のみならず計測工学全般に
貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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